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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、 
(1) アジア大陸における乳文化圏を人文地

理学的に明らかにし、その全体像の類型
分類を完成させる 

(2) 乳文化圏ごとに地域研究を行い、地域の
個性を説明するような概念を抽出する 

(3) 得られた乳文化に関する情報をデジタ
ルアーカイブとして構築し、広く社会に
その成果を発信する 

ことにある。 
 研究期間を通じて、アジア大陸各地におい
てフィールドワークを実施し、乳文化につい
て調査すると共に、文化伝播・変遷フィル
ターを乳文化という事例を通じて検討する
ことにより、地域の個性を説明できるような
概念を抽出していく。更に、乳文化の稀少情
報についてのデジタルアーカイブは、初年度
に立ち上げ、乳文化についてのデータを随時
登録していく。 
 
２．研究の進捗状況 
 現地調査は、これまでにインド北部、モン
ゴル中央部、バルカン半島、東南アジア南部、
トルコ南東部でおこなってきた。いずれの地
域でも一貫して乳文化調査、および、文化伝
播・変遷フィルターの抽出を行ってきた。
その成果は、「5 ．代表的な研究成果」を
参照のこと。これまでの調査研究で、ユー
ラシア大陸の各地域、つまり、西アジア、
南アジア、中央アジア、北アジア、チベッ
ト地域のそれぞれについて乳加工体系につ
いての個別事例を把握した。これらの個別
事例から、現在ではユーラシア大陸におけ

る乳文化の一元二極化論について論考して
いる。この乳文化の一元二極化論の仮説を
検証するべく、バルカン半島での現地調査、
古代東アジアと古代南アジアにおける乳製
品の再現実験を進めている。また、それぞ
れの地域における文化伝播・変遷フィルタ
ーとして、西アジアや南アジアでは「暑熱
性」、北アジア・中央アジアでは「冷涼性」
などの要因を抽出してきた。これらの成果
から、ほぼ計画通りに調査研究が進行して
いるものと考えられる。 
 稀少情報デジタルアーカイブは、初年度に、
検討に検討を重ね、Web サイトに登録し、公
開を始めた。合わせて、これまで研究期間を
通じて乳文化データを登録してきた。登録・
公開しているデータは、インド、モンゴル、
シリア、ブルガリア、フランス、ペルーに及
んでいる。登録しているデータは静止画像だ
けでなく、動画も公開している。データを登
録する過程で発見されるシステムエラーや
ユーザーにとって使い易い乳文化アーカイ
ブへと随時改良している。 
 
 
３．現在までの達成度 
 フィールド調査、稀少情報デジタルアーカ
イブの構築と、ほぼ計画通りに進展している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 フィールド調査は、新疆ウイグル自治区中
央部のタクラマカン沙漠地帯、モンゴル西部
のハンガイ・アルタイ地方の調査を進める予
定にある。 
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 稀少情報デジタルアーカイブについては、
トルコ、カザフスタン、イラン、中国につい
てデータ登録を実施する計画である。 
 また最終年度であるため、研究成果を総括
するため、乳文化に関する書籍を執筆・出版
することを目指す。 
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